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市 政 の 窓

　６月５日の平成21年６月吉野川
市議会定例会開会日、川真田市長は、
これまでの成果と今後の市政運営方
針について、その所信を表明し、市
民の皆さんや市議会に理解と協力を
求めました。要旨は次のとおりです。

市 政 の 窓
　

平
成
21
年
度
は
、
早
く
も
２
カ

月
が
経
過
し
、
こ
の
短
い
間
に
も
、

国
で
は
戦
後
最
大
の
不
況
の
到
来

に
対
応
し
、
現
下
の
経
済
危
機
を

乗
り
切
り
未
来
へ
の
明
る
い
展
望

を
開
く
と
と
も
に
、
経
済
の
「
底

割
れ
」
と
い
う
「
短
期
的
な
危
機
」

お
よ
び
「
構
造
的
な
危
機
」
の
２

つ
の
危
機
を
克
服
す
る
た
め
、
包

括
的
な
「
経
済
危
機
対
策
」
と
し

て
、
先
般
、
平
成
21
年
度
第
１
次

補
正
予
算
が
成
立
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
財
政
体
質
の

健
全
性
の
確
保
に
留
意
し
つ
つ
、

義
務
教
育
施
設
耐
震
化
の
前
倒
し

や
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
国
・

県
等
の
動
向
の
的
確
な
把
握
に
努

め
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
舎
の
統
合

　

３
月
定
例
会
の
所
信
で
も
申
し

上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
平
成
21
年

度
中
に
は
庁
舎
統
合
へ
の
道
筋
を

つ
け
た
い
と
考
え
て
お
り
、
議
会

で
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
具
体
的

な
検
討
を
行
う
た
め
、
先
般
、
副

市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
、
部
長
級
職

員
を
委
員
と
す
る
「
庁
舎
統
合
検

討
会
」
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
庁
舎
統
合
に
向
け
、「
庁

舎
機
能
の
あ
り
方
」、「
事
業
規

模
」、「
支
所
機
能
の
あ
り
方
」、「
川

島
庁
舎
、山
川
庁
舎
の
活
用
方
法
」

な
ど
の
検
討
を
鋭
意
進
め
て
い
き

ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発

生
に
伴
う
危
機
管
理
体
制

　

メ
キ
シ
コ
や
ア
メ
リ
カ
で
発
生

し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
人
へ

の
大
量
感
染
を
受
け
、
４
月
28

日
、
厚
生
労
働
省
は
、
感
染
症
法

で
定
め
る
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
」
が
発
生
し
た
と
宣
言
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
市
に
お
き

ま
し
て
も
同
日
、
直
ち
に
「
吉
野

川
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動

計
画
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

同
計
画
に
基
づ
き
対
策
本
部
を
設

置
し
ま
し
た
。
５
月
16
日
に
は
国

内
に
お
い
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
、
特
に
兵

庫
県
、
大
阪
府
を
中
心
に
感
染
患

者
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。
現
在
、

感
染
拡
大
が
沈
静
化
し
つ
つ
あ
る

と
は
い
え
、
６
月
３
日
に
は
本
県

に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
の

帰
国
者
の
感
染
が
確
認
さ
れ
る
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
り
、
引
き
続
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
態
を
想
定
し
つ
つ
、
情

報
収
集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

環
境
を
大
切
に
す
る
美
し

い
ま
ち
づ
く
り

　
「
大
量
生
産
・
大
量
廃
棄
か
ら

の
脱
却
」、「
資
源
循
環
型
シ
ス
テ

ム
へ
の
転
換
」、
ま
た
「
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
二
酸
化
炭

素
削
減
」
は
、
社
会
共
通
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
本

市
に
お
い
て
は
ご
み
処
理
経
費
の

削
減
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、本
年
１
月「
ご

み
減
量
化
緊
急
行
動
計
画
」
を
策

定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
で
今

日
・
明
日
か
ら
で
も
始
め
ら
れ
る

ご
み
減
量
作
戦
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
雑
が
み
の
徹
底
的
な
分

別
と
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
利

用
し
た
生
ご
み
の
減
量
化
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
ご
み

問
題
を
考
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
方

の
環
境
や
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関

心
・
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
環
境

へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
、

快
適
な
地
域
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

安
全
、安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
自
然
災
害

の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
中
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
施

設
で
あ
る
庁
舎
の
早
期
整
備
は
構

成
自
治
体
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
吉
野

川
市
・
阿
波
市
両
議
会
、
徳
島
中

央
広
域
連
合
議
会
で
協
議
を
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
庁
舎
建

設
用
地
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、

４
月
30
日
に
開
か
れ
た
臨
時
の
連

合
議
会
で
、
進
入
路
の
用
地
購
入

費
な
ど
４
６
０
０
万
円
余
り
の
補

正
予
算
が
可
決
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
ご
み
の
減
量
化
を
！

庁舎建設用地が決定した、徳島中央広域連合消防庁舎
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内
水
排
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

桒
村
川
は
大
雨
の
た
び
に
氾は
ん

濫ら
ん

し
、

た
び
た
び
浸
水
被
害
に
悩
ま
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
議
員
各

位
を
始
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
浸
水

被
害
軽
減
に
向
け
た
切
実
な
る
要

望
活
動
の
甲か

斐い

あ
っ
て
、
国
の
直

轄
事
業
と
し
て
川
島
排
水
機
場
改

築
工
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
排
水
機
場
も
本
年
の
出
水
期

に
は
暫
定
稼
働
が
で
き
る
運
び
と

な
っ
て
お
り
、
浸
水
被
害
解
消
に

向
け
て
大
き
な
能
力
を
発
揮
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
本
市

は
、
多
く
の
内
水
河
川
を
抱
え
て

お
り
、
浸
水
被
害
の
解
消
は
本
市

の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関

に
河
川
改
修
に
向
け
た
要
望
活
動

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

　

本
市
教
育
行
政
の
進
む
べ
き
方

向
と
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基

本
的
な
施
策
と
目
標
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
教
育
振
興

計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
実
施
計
画
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、「
幼
稚
園
あ
り
方
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
本
市
幼

稚
園
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
等

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
川
島
中
学

校
の
屋
内
運
動
場
も
、
無
事
完
成

し
、
３
月
20
日
に
落
成
式
が
行
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

完成間近の川島排水機場

３月20日に落成式が行われた、川島中学校屋内運動場

　

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
に
着
工

し
ま
し
た
山
川
中
学
校
校
舎
改
築

工
事
も
、
今
夏
に
は
完
成
の
運
び

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

保
育
所
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、

保
育
所
運
営
検
討
委
員
会
か
ら
の

答
申
を
踏
ま
え
、
本
年
４
月
、
鴨

島
中
央
保
育
所
に
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
山

川
東
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
賜
り
つ

つ
、
平
成
21
年
度
か
ら
の
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。（
18
ペ
ー
ジ
に

関
連
記
事
）
な
お
、
山
川
北
保
育

所
に
つ
い
て
は
、
入
所
希
望
児
童

数
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
、
本
年

４
月
か
ら
休
所
し
て
い
ま
す
が
、 今夏に完成する、山川中学校校舎

今
後
に
お
い
て
も
児
童
数
の
増
加

が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
閉
所

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
活
性
化

　
「
世
代
を
越
え
て
、
夢
紡
ぐ
ま

ち
」
は
、
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り

の
テ
ー
マ
で
す
。
平
成
16
年
10
月

に
誕
生
し
た
吉
野
川
市
も
、
あ
と

数
カ
月
で
５
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
市
制
施
行
５
周
年
記
念
事
業

と
し
て
、
本
市
が
将
来
に
わ
た
っ

て
『
夢
紡
ぐ
ま
ち
』
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
の
願
い
を
込
め
、
市
内
の

子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
面
白
さ
や

す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
10
月
４
日
、
テ
レ
ビ
等

で
お
な
じ
み
の
「
米
村
で
ん
じ
ろ

う
先
生
」
を
迎
え
、
サ
イ
エ
ン

ス
シ
ョ
ー
を
開
催
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。（
28
ペ
ー
ジ
に

関
連
記
事
）

　

景
気
後
退
下
で
市
民
の
皆
さ

ん
の
不
安
に
対
処
す
る
た
め
、

生
活
支
援
を
行
い
、
併
せ
て
地

域
の
経
済
対
策
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
定
額
給
付
金

事
業
」
は
、
４
月
13
日
か
ら
受

け
付
け
を
開
始
し
、
４
月
25
日

㈯
・
26
日
㈰
の
両
日
は
各
庁
舎

に
お
い
て
も
受
け
付
け
を
行
う

な
ど
、
早
期
の
支
給
に
向
け
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。　

　

４
月
24
日
に
は
初
回
の
給
付
金

を
振
り
込
み
、
こ
れ
ま
で
市
内
全

世
帯
の
約
９
割
に
当
た
る
１
万
５

６
０
０
件
余
り
の
給
付
処
理
が
完

了
し
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
申
請
を

さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て

も
、
早
期
に
申
請
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
５
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　

ま
た
、
国
の
「
生
活
対
策
」
の

一
環
と
し
て
多
子
世
帯
の
幼
児
教

育
期
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た
め

の
「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
」
に

つ
き
ま
し
て
も
、
該
当
す
る
４
８

０
世
帯
余
り
の
う
ち
約
９
割
の
世

帯
に
対
し
支
給
が
終
了
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

元気にあそぶ子どもたち
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予　

算

各
種
委
員
会
委
員

簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

基
盤
の
確
立

　

本
年
４
月
、
事
業
執
行
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
市
の
重
要
施
策

に
か
か
る
企
画
お
よ
び
調
整
に
関

す
る
事
務
を
統
括
す
る「
政
策
監
」

ポ
ス
ト
を
新
た
に
設
置
い
た
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
農
業
お
よ
び
林
業
を
振

興
す
る
組
織
を
一
元
化
す
る
と
と

も
に
、
農
地
整
備
に
か
か
る
事
業

を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、
産
業

経
済
部
農
業
推
進
課
と
林
業
振
興

課
を
再
編
し
、
農
林
業
振
興
課
お

よ
び
同
課
農
地
整
備
室
を
設
置
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
組
織
機
構
の
簡
素
化

を
行
う
た
め
、
総
務
部
秘
書
企
画

課
と
財
政
課
を
再
編
し
、
企
画
財

政
課
と
す
る
と
と
も
に
、
同
課
に

秘
書
室
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
９

７
億
１
８
０
８
万
２
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
20
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
５
件

　

各
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お

り
で
す
。
◎
は
委
員
長
、
○
は
副

委
員
長
（
敬
称
略
）

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
玉
水
好
夫
、
○
岸
田
秀
樹
、
槇

納
謙
司
、
岸
田
益
雄
、
桒
原
五
男
、

福
岡
正
、
山
下
智
、
北
川
麦

【
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
】

◎
細
井
英
輔
、
○
相
原
一
永
、
田

村
修
司
、
藤
原
一
正
、
工
藤
俊
夫
、

川
村
洋
樹
、
岡
田
光
男

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

◎
河
野
利
英
、
○
塩
田
吉
男
、
枝

澤
幹
太
、
後
藤
田
哲
夫
、
増
富
義

明
、
近
久
善
博
、
高
木
純

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
近
久
善
博
、
○
増
富
義
明
、
細

井
英
輔
、
岸
田
秀
樹
、
玉
水
好
夫
、

北
川
麦
、
高
木
純

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

◎
岡
田
光
男
、
○
川
村
洋
樹
、
細

井
英
輔
、
相
原
一
永
、
槇
納
謙
司
、

岸
田
益
雄
、
岸
田
秀
樹
、
近
久
善

博◆
徳
島
中
央
広
域
連
合
議
会
議
員

福
岡
正
、
山
下
智
、
玉
水
好
夫
、

岸
田
秀
樹

◆
阿
北
火
葬
場
管
理
組
合
議
会
議
員

福
岡
正
、
玉
水
好
夫
、
後
藤
田
哲

夫
、
川
村
洋
樹
、
高
木
純

農業推進課と林業振興課
を再編し、農林業振興課、
同課農地整備室に

秘書企画課と財政課を再編し、
企画財政課に

　

平
成
17
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

「
行
財
政
改
革
大
綱
」
も
残
す
と

こ
ろ
、
あ
と
１
年
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、「
行
財
政
改

革
実
施
計
画
」
の
取
組
状
況
の
点

検
を
行
い
な
が
ら
、
平
成
21
年
度

中
に
は
新
た
な
「
大
綱
」
と
「
実

施
計
画
」
を
策
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

人　

事

◇
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

新
た
に
監
査
委
員（
議
会
選
出
）

と
し
て
、桒
原
五
男
（
く
わ
は
ら
・

い
つ
お
）
氏
＝
57
歳
、
鴨
島
町
知

恵
島
を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
議
会
議
員

福
岡
正
、
細
井
英
輔
、
田
村
修
司
、

後
藤
田
哲
夫
、
増
富
義
明
、
川
村

洋
樹
、
岡
田
光
男

◆
阿
北
環
境
整
備
組
合
議
会
議
員

福
岡
正
、
玉
水
好
夫
、
槇
納
謙
司
、

河
野
利
英
、
岸
田
秀
樹
、
川
村
洋

樹
、
岡
田
光
男

◆
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会

議
員

福
岡
正
、
玉
水
好
夫
、
相
原
一
永
、

工
藤
俊
夫
、
後
藤
田
哲
夫
、
北
川

麦
、
高
木
純

議会だより議会だより

　市議会議員一般選挙後、平成
21年６月市議会定例会を６月５
日から25日まで開催。議長・副
議長選挙および議会組織の構成を
し、市長提案の18議案すべてが
原案どおり可決・承認されました。

議　

長

副
議
長

福
岡
正
（
ふ
く
お
か
・
た
だ
し
）

氏
＝
60
歳
、
川
島
町
学

山
下
智
（
や
ま
し
た
・
さ
と
る
）

氏
＝
72
歳
、
鴨
島
町
山
路
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か
わ
ら
ず
、
実
際
に
家
事
を
担
っ
て
い

る
の
は
、妻
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
社
会
通
念
、
習
慣
・
し
き
た
り
」
に

つ
い
て
も
、
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
固
定
的
な
役
割
分
担

意
識
や
偏
り
は
い
ま
だ
解
消
さ
れ
て
お

ら
ず
、家
庭
生
活
や
社
会
活
動
の
中
で
、

個
人
の
行
動
や
選
択
を
制
限
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
一
人
の
人
間
と
し
て
人
生

の
選
択
の
幅
を
広
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
家
庭
や
職
場
、
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
、
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
や

慣
行
を
見
直
し
、
暮
ら
し
や
す
く
住
み

や
す
い
環
境
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

人
々
の
生
活
様
式
や
価
値
観
の
多
様

化
が
進
む
中
で
、
社
会
に
お
け
る
制
度

や
慣
行
の
中
に
は
、「
男
は
仕
事
、
女

は
家
庭
」
な
ど
と
い
っ
た
性
別
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
等
を
反
映
し
、
一

人
ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
す
る

機
会
を
狭
め
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
で
は
、「
夫
は
仕
事
、

妻
は
家
庭
」と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、

反
対
が
賛
成
を
上
回
っ
て
い
る
に
も
か

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ

た
社
会
制
度
・
慣
行
の
見
直
し
」

定額給付金の申請はお済みですか？定額給付金の申請はお済みですか？

定額給付金を装った振り込め詐欺にご注意ください！

　吉野川市では、４月13日から定額給付金の申請を受け付けています。まだ、申請が
お済みでない方は、お早めに郵送または窓口にて申請手続きをお願いします。
  また、申請書については簡易書留でお送りしています。ご不在等でご自宅に届いてい
ない場合がありますので、申請書が届いていない方は、総務課（市役所３階）までご連
絡をお願いします。

　◆申請期間　平成21年10月13日（火）〔郵送の場合は当日消印有効〕まで
　◆受付場所　吉野川市役所総務課、鴨島支所地域課、川島支所地域課、
　　　　　　　山川支所地域課、美郷支所地域課

　申請内容について不明な点があった場合、市から問い合わせを行うことがありま
すが、ＡＴＭ（現金自動預払機）の操作をお願いすることや、給付のための手数料
などの振り込みを求めることは、絶対にありません。
　もし、不審な電話がかかってきた場合は、すぐに吉野川市役所総務課または吉野
川警察署（25-6110）までご連絡ください。

●問い合わせ　市総務課　　　☎　  2231○22

定額給付金の申請はお済みですか？

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

食
事
の
支
度
は
女
性
の
仕
事
？
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　現在、長寿医療制度（後期高齢者医療制度）に加入されている方には、有効期限が「平成21年7月31日」
となっている「後期高齢者医療被保険者証」を１人に１枚お渡ししています。
　７月中に国保年金課から、有効期限　平成22年７月31日と記載された新しい被保険者証（色はこれま
でと同じりんどう（濃い紫）色）をお送りします。
　８月１日以降は、古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、お間違えのないよ
うご注意ください。
　８月１日から平成22年７月31日までの一部負担金の割合（１割または３割）を平成20年中の所得に
基づき、改めて判定します。

　現在お持ちの「後期高齢者限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成21年７月31日」
となっています。
　平成21年度も住民税非課税世帯で、引き続き「後期高齢者限度額適用・標準負担額減額認定証」を利用さ
れる方は更新が必要になります。６月に徳島県後期高齢者医療広域連合事務局からお送りした認定申請の
お知らせをご覧いただき、国保年金課（市役所1階）または支所地域課（川島・山川・美郷）へ申請してください。

後期高齢者医療被保険者証
有効期限　　平成２２年７月３１日

8月は後期高齢者医療被保険者証の定期更新月です

◆一部負担金の割合の判定方法について◆

●後期高齢者限度額適用・標準負担額減額認定証（ラベンダー（薄い紫）色）をお持ちの方へ

※ 70歳以上75歳未満の方（長寿医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との総収入の合計額が520万円
未満の場合は１割（要申請）

１割負担となる方
同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が145万円未満

３割負担となる方
世　帯　構　成 被保険者が１人の場合 被保険者が２人以上の場合
住民税課税所得 145万円以上 145万円以上の被保険者がいる

総収入の合計額
383万円未満は１割（要申請） 520万円未満は１割（要申請）
383万円以上は３割（※） 520万円以上は３割

ご確認ください！
新しい被保険者証の
有効期限は
平成22年７月31日
になっています。
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　平成21年度においては、従来の保険料軽減措置（均等割の７割、５割または２割軽減措置）に加え、以
下の軽減措置を行います。「保険料額決定通知書」に軽減額等が記載されていますので、ご確認ください。
①　世帯内の「長寿医療制度の被保険者全員」と「世帯主」の所得金額の合計額が３３万円以下の方
　本来は均等割が７割軽減ですが、平成21年度は8.5割軽減となります。

② 　①の方のうち、世帯内の「長寿医療制度の被保険者全員」が、年金収入80万円以下でほかの所得がな
い※世帯の方　（※給与収入等がある場合でも、控除後の所得が０円である場合です。）

　平成21年度から均等割が９割軽減となります。

③ 　長寿医療制度に加入する直前は「会社などの健康保険の被扶養者」で
あった方
　平成21年度は均等割が９割軽減となります。

④ 　年金収入が153万円以上211万円以下の方（給与収入等がある場合
でも、控除後の所得が91万円以下である場合は対象となります。）
　平成20年度と同様に所得割が５割軽減となります。

長寿医療制度における保険料軽減措置について

●問い合わせ　市国保年金課　☎　  2213○22

※口座振替への変更に関し、ご注意いただきたいこと
○ 手続きに際しては、口座振替依頼書の提出が必要ですので、振替口座の預金通帳、通帳の届け印、長寿
医療制度の被保険者証を指定の金融機関にお持ちください。
○ 世帯主または配偶者の口座からのお支払いに変更した場合は、世帯全体の所得税額や住民税額が少なく
なる場合があります。
○これまでの納付状況等から、口座振替への変更が認められない場合があります。

長寿医療制度の保険料を年金からお支払いしている方へ
　平成21年度以降の保険料のお支払いは、以下の２通りの方法からお選
びいただけます。

「年金」からのお支払いを継続 「口座振替」でのお支払いに変更

◆ 年金の受給額が年額18万円未満の方、長寿医療制度の保険料と介護保険料の合計額が年金受給額の1/2を
超える方は、口座振替または納入通知書によるお支払いとなります。

　特に手続きの必要はありません。 　10月以降、口座振替でお支払いいただくた
めには、７月28日（火）までに国保年金課（市
役所１階）または支所地域課（川島・山川・美郷）
にて手続きしてください。

1 2

年金からの
お支払い 口座振替

※金融機関で下記の手続きも必要です。
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ごみの分別についてのお願い
「鴨島町」にお住まいの皆さんへ！！

　平成21年４月から、鴨島町の可燃ごみは中央広域環境センター（阿波市吉野町）に搬入してい
ます。新施設でのごみの処理を迅速で確実に行うため、従来の方法を見直し鴨島町にお住まいの皆
さんには、ごみの分け方、出し方の一部を変更して、ご協力をお願いしています。特にふとんの日、
不燃物・粗大の分け方、出し方にご注意ください。

○ふとん類で、「指定袋」に入らない場合は、ひもでしばってふとんの日に出してください。
　また、じゅうたん、カーペット、敷きござ、電気カーペット、スポンジマットレスはできるだけ
小さくして、ひもでしばって「ふとんの日」に出してください。

ラジオカセット、電気スタンド、ビデオデッキ、オーブントースター、アイロン、電子ジ
ャー、電気ポット等で、小型家電製品で袋に入るもの。

電子レンジ、扇風機、ミシン、スプリング入りベットマット類、タンス類（解体のできな
いもの）、ソファー等で袋に入らないもの。
※ もやせるごみの指定袋に入らない大きな衣装ケース等プラスチック製品は、粗大の日に
そのまま出してください。

茶わん、陶器類、化粧品のびん、油の入っていたびん類、ガラス製品、電球・蛍光灯等。

○ほとんどのプラスチック類は、もやせるごみとして収集しますので「もやせる指定袋」に入れて
もやせるごみの日に出してください。

○「もやせないごみの指定袋」に分別をして、出してください。

ふとん

じゅうたん
カーペット
敷きござ
電気カーペット

スポンジマットレス

不燃物・粗大の日に出せる物

不燃物（複合ごみ）

粗　大

不燃ごみ（埋立ごみ）
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集積場所から資源ごみの持ち去りをしないでください！

　自治会の集積場所に出されたアルミ缶等、新聞、雑誌、雑がみ、ダンボール等は、分別処理の後、
資源物として売り払いをしています。その収益は、可燃物、埋立ごみ等の処理費の一部にあてられ
ています。
　しかし、集積場所からこれらの資源物を持ち去る行為が横行しております。

　「吉野川市における廃棄物の処理および清掃に関する条例」で、集積場所から資源物の持ち去り
を禁止するとともに、廃棄物の所有権が本市にあると定め、資源物の持ち去り防止に努めています。
「持ち去り」を行った方は、刑法第235条の窃盗罪の適用となります。
　市では吉野川警察署の協力を得て、持ち去り防止を図っています。

　もし、資源物の持ち去りを見つけたら、日時・場所・車両ナンバー等を記録し、鴨島環境センター（鴨
島）もしくは、西環境センター（山川）へお知らせください。

※悪質な場合は、市から警察に通報

缶等 新聞 雑誌 雑がみ ダンボール

持ち去りは窃盗行為です！

資源物の持ち去りを見つけたら

見つけたら

鴨島環境センター・西環境センターに連絡

鴨島環境センター・西環境センターから注意・指導

●問い合わせ　市鴨島環境センター（鴨島）　　　　　☎　  5697
　　　　　　　市西環境センター（川島・山川・美郷）　☎　  5333

○24
○42
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不法投棄を見かけたら通報を！
不法投棄は大変な犯罪です！

●不法投棄を行っている現場を見かけたら、電話ください。

◇家庭ごみ、粗大ごみなどの一般廃棄物の不法投棄を見かけたら

　2２－２２３０
　（吉野川市　環境企画課）　平日昼間対応（月～金）午前8時30分～午後5時15分

◇産業廃棄物の不法投棄を見かけたら
　　　　「産業廃棄物不法投棄通報専用フリーダイヤル」

　0120－381－347
　（徳島県県民環境部環境総局環境整備課） 

◇悪質な不法投棄が行われているところを見かけたら

　１１０番

罰則（個人の場合は、最高５年以下の懲役、もしくは1,000万円以下の罰
金またはその両方、法人の場合は最高１億円以下の罰金）が課せられます。

（徳島県警察）  　 24時間対応

（注１）　一般廃棄物とは、産業廃棄物以外の廃棄物をいいます。
（ 注２）　産業廃棄物とは、工場や事業場の事業活動に伴って生じた廃棄物
のうち、燃え殻、汚泥、廃プラスチック、建設業等から生じる紙くず・
木くず、金属くず、がれき類等20種類の廃棄物をいいます。　　　　

○不法投棄とは、みだりに廃棄物（ごみ）を捨てることをいいます。　　
　道路への空き缶等のポイ捨てから、山林へのゴミ捨て、産業廃棄物の投
棄などさまざまなケースがありますが、悪質なものは厳しく罰せられます。

○ よく誤解されていますが、自分の土地だったら不法投棄にならないと思
われている方もいるようです。しかし、他人の土地でも自分の土地でも、
みだりに廃棄物を捨てる行為は決して許されるものではありません。

平日昼間対応（月～金）
午前8時30分～午後5時15分
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国
民
年
金
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

☎
㉒
２
２
１
３

中
）
の
状
況
に
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

所
得
申
告
を
お
済
み
で
な
い
方
は
、

申
告
の
手
続
き
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※
な
お
、
７
月
中
に
限
り
、
平
成

20
年
度
の
申
請
免
除
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
お

よ
び
任
意
加
入
被
保
険
者
の
定
額

保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス

し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。
付
加
保
険
料
は
、
月
額
４
０

０
円
で
、
受
給
額
は
、
２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
で

す
。
付
加
年
金
は
、
任
意
加
入
で

す
。
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
国
保
年

金
課
ま
た
は
支
所
地
域
課（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
で
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と

合
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金

で
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
で
、
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
診
断
書
・
現
況
届
等
が
送
付
さ

れ
て
い
る
方
は
、
必
要
事
項
を
記

入
（
診
断
書
は
医
師
の
証
明
が
必

要
）
の
上
、
７
月
31
日
ま
で
に
国

保
年
金
課
（
市
役
所
１
階
）
ま
た

は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
し
た
方
は
、
平
成
21
年
１
月
１

日
現
在
、
住
民
票
が
あ
っ
た
市
町

村
で
発
行
さ
れ
た
平
成
20
年
分
の

所
得
課
税
に
関
す
る
証
明
書
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
７
月
か
ら
申
請
免
除

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
（
ゴ

ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印
以
外
の
も
の
）

を
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
ま
た

は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
離
職
な
ど
の
理
由
で

免
除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
離

職
票
（
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
免
除
は
、
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
所
得
（
平
成
20
年

平
成
21
年
度
国
民
年
金
保
険

料
の
申
請
免
除
の
受
け
付
け

が
始
ま
り
ま
し
た

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進

協
議
会
総
会
だ
よ
り
⑴

　

６
月
２
日
、
２
０
０
９
年
度
吉

野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
の

総
会
・
研
修
会
が
、
吉
野
川
市
役

所
で
、
地
区
人
推
協
連
絡
部
会
を

は
じ
め
、
各
部
会
か
ら
多
数
の
出

席
を
も
っ
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
で
吉
野
川
市
を
代
表
し
て

の
あ
い
さ
つ
が
河
野
博
喜
副
市
長

か
ら
あ
り
、
そ
の
冒
頭
で
、
私
た

ち
は
、
徳
島
県
が
策
定
し
た
「
人

権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計

画
」
や
「
人
権
教
育
推
進
方
針
」

に
基
づ
き
、
常
に
「
差
別
の
現
実

か
ら
深
く
学
ぶ
」
姿
勢
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
あ
ら
ゆ

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

る
人
権
問
題
を
解
決
し
、
す
べ
て

の
市
民
が
「
生
ま
れ
て
き
て
よ
か

っ
た
」
と
実
感
で
き
る
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
吉
野
川
市
の
社
会
の
創

出
を
め
ざ
し
て
活
動
し
よ
う
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
徳
島
県
人
権
教

育
研
究
協
議
会
（
森
口
博
行
会

長
）、
徳
島
県
教
育
委
員
会
（
徳

山
富
子
人
権
教
育
課
長
）
な
ど
か

ら
の
祝
文
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
度
事
業
並
び
に
決

算
の
承
認
が
な
さ
れ
、
２
０
０
９

年
度
基
本
方
針
・
活
動
目
標
並
び

に
事
業
計
画
・
予
算
（
案
）
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

次
号
に
続
く

総会の様子

総会の後、講師の美馬育子さんから
「言葉にみる人権文化」と題した記念
講演がありました。

障
害
基
礎
年
金
の
現
況
届
等
の
提
出

国
民
年
金
保
険
料
の
付
加
保
険
料

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

ア
ジ
サ
イ　

ユ
キ
ノ
シ
タ
科

　

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
ア

ジ
サ
イ
は
、
日
本
原
産
で
、
６

月
〜
７
月
ご
ろ
、
青
、
紫
、
ピ

ン
ク
な
ど
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

初
夏
や
梅
雨
時
期
の
風
物
詩
と

し
て
広
く
親
し
ま
れ
、
鑑
賞
用

に
庭
園
や
公
園
に
多
く
植
栽
さ

れ
て
い
ま
す
。

『
紫あ
じ
さ
い

陽
花
の　

八や

重え

咲さ

く
如ご

と

く

弥や

つ
代よ

に
を　

い
ま
せ
わ
が
背せ

子こ　

見
つ
つ
偲し

の

は
む
』　

　
（
橘
諸
兄
）

と
書
か
れ
た
歌
碑
が
添
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
あ
じ
さ
い
が
幾
重
に
も
群
が

っ
て
咲
く
よ
う
に
、
い
つ
ま
で

も
健
や
か
で
い
て
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
は
ア
ジ
サ
イ
を
見
る
た

び
に
あ
な
た
を
思
い
出
す
で
し

ょ
う
。」
と
い
う
意
味
で
す
。

（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）
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５
月
31
日
、
第
10
回
四
国
三
郎

を
ま
た
ぐ
空
海
の
道
ウ
ォ
ー
ク

（
10
番
札
所
切
幡
寺
〜
11
番
札
所

藤
井
寺
経
由
ひ
ま
わ
り
農
産
市
）

と
第
15
回
最
後
ま
で
残
っ
た
空
海

の
道
ウ
ォ
ー
ク
（
11
番
札
所
藤
井

寺
〜
12
番
札
所
焼
山
寺
経
由
鍋

岩
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
県
内
外
か
ら
平
地
コ

ー
ス
に
は
約
２
６
０
人
、
山
道
コ

ー
ス
に
約
４
５
０
人
が
参
加
し
、

１
２
０
０
年
前
に
空
海
が
歩
い
た

当
時
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
豊

か
な
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

山
道
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
藍
住

町
内
の
66
歳
男
性
は
、「
今
年
で

３
回
目
の
参
加
で
す
が
、
い
つ
来

て
も
き
れ
い
に
掃
除
や
草
刈
り
が

さ
れ
て
い
て
大
変
気
持
ち
が
い
い
。

こ
の
空
海
の
道
ウ
ォ
ー
ク
を
ず
っ

と
続
け
て
ほ
し
い
し
、
も
っ
と
全

国
的
に
も
、
広
め
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
来
年
も
絶
対
参
加
し
ま
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
３
日
、
川
島
小
学
校
、
川

田
小
学
校
、
川
田
中
小
学
校
、
川

田
西
小
学
校
の
４
校
に
、
人
権
擁

護
委
員
か
ら
人
権
の
花
と
し
て
、

サ
ル
ビ
ア
と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
花
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
花
を
大
事
に
育
て

る
こ
と
を
通
し
て
、
生
命
の
大
切

さ
や
思
い
や
り
の
心
を
は
ぐ
く
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
、「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」、
人
権
擁
護
委
員
が
全
国

で
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
で
は
、
市
内
４
カ
所

で
人
権
相
談
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

人
権
擁
護
委
員
が
市
内
の
量
販
店

パンフレットを配布する人権擁護委員

切幡寺をスタート
潜水橋を渡りゴールをめざす参加者たち

人権擁護委員から贈られた花を植える児童ら

空
海
の
道
ウ
ォ
ー
ク

人
権
の
花
運
動

人
権
擁
護
委
員
の
日

新
緑
の
中
を
歩
く
参
加
者

一
本
杉
庵
で
冷
た
い
お
茶
の
お
接
待

も
う
す
ぐ
柳
水
庵

平地コース

山
道
コ
ー
ス

駐
車
場
で
買
い
も
の
に
訪
れ
た
方

に
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
つ
い
て

訴
え
、
人
権
啓
発
・
人
権
相
談
案

内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
ペ
ン

を
配
布
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
問
題

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
窓
口
だ
け

で
な
く
、
地
道
な
人
権
啓
発
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
の
藤
井
寺
で
お
参
り
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吉
野
川
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

「
吉
野
川
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
」

　

６
月
５
日
、
徳
島
市
の
あ
わ
ぎ

ん
ホ
ー
ル
郷
土
文
化
会
館
で
行
わ

れ
た
徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
の
第
56
回
総
会
で
、
功
績
の
あ

っ
た
吉
野
川
市
人
権
擁
護
委
員
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
郷
ほ
た
る
祭
り
期
間
中
の
６

月
６
日
と
７
日
、
美
郷
庁
舎
周
辺

で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
６
日
に
は
、
地
元
の
平
八

幡
神
社
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
る
獅

子
舞
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
７
日

に
は
、
ア
フ
リ
カ
民
族
楽
器
・
ジ

ャ
ン
べ
の
演
奏
会
な
ど
が
行
わ
れ

　

５
月
29
日
、
吉
野
川
市
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
の
正
副
会
長

と
主
任
児
童
委
員
の
18
人
が
、
吉

野
川
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

民
生
・
児
童
委
員
は
、
住
民
の

立
場
に
立
っ
て
支
援
を
必
要
と
す

る
方
の
相
談
に
の
っ
た
り
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
す
等
の
支

援
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
民
生
・
児
童
委
員
の
存
在

を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機

　

６
月
11
日
、
鴨
島
温
泉
「
鴨
の

湯
」
の
入
場
者
が
１
０
０
万
人
を

突
破
し
ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
後
藤

美
和
子
さ
ん
（
鴨
島
町
飯
尾
）
に

は
、
市
か
ら
花
束
や
吉
野
川
市
物

産
品
の
詰
め
合
わ
せ
等
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
と
し
て
達
成
日
の

来
場
者
に
タ
オ
ル
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。

スーパーボール、たくさんすくえたかな？

ジャンべの演奏に聞き入る家族連れら

１
０
０
万
人
達
成

の
記
念
撮
影
を
す

る
後
藤
さ
ん（
右
）

土のうづくりに真剣に取り組む消防団員 委員から、おみやげを受け取る子どもたち

人
権
擁
護
委
員
を
表
彰

美
郷
ほ
た
る
祭
り

吉
野
川
市
消
防
団
水
防
工

法
技
術
講
習
会
の
実
施

鴨
島
温
泉
「
鴨
の
湯
」

入
場
者
１
０
０
万
人
突
破

　

６
月
７
日
・
14
日
、
国
土
交
通

省
徳
島
河
川
国
道
事
務
所
指
導
の

も
と
、
吉
野
川
流
域
講
座
「
水
防

工
法
技
術
講
習
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
台
風
等
の
風
水
害
か

ら
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

災
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
毎
年

消
防
団
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。
参
加
し
た
消
防
団
員
は
、
防

災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
か
ら
、
水
防

対
策
の
あ
り
方
や
水
防
工
法
の
技

　

表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状

明
石　

光
子
（
川
島
町
）

◎
高
松
法
務
局
長
感
謝
状

佐
野　

久
子
（
鴨
島
町
）

山
崎
ひ
と
み
（
鴨
島
町
）

森　
　

順
子
（
川
島
町
）

ま
し
た
。
模
擬
店
も
出
て
、
大
勢

訪
れ
た
家
族
連
れ
ら
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ほ
た
る
の
見
ご
ろ
に
な

る
午
後
８
時
過
ぎ
に
は
、
淡
い
光

を
放
ち
な
が
ら
飛
び
交
う
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
、
訪
れ
た
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

術
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
、
真
剣

に
実
地
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

会
と
な
り
ま
し
た
。



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
郵
送
先

問
い
合
わ
せ

142009年（平成21年）7月8日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ぼ
く
の
め
で　

き
ち
ん
と
み
た
よ　

あ
わ
て
ず
ゴ
ー

阿
部　

晟
也
（
上
浦
幼
稚
園
）

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

問
い
合
わ
せ

７
月
は
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給

者
証
の
更
新
月

児
童
手
当
現
況
届
は
提
出
し
ま

し
た
か
？

転
作
現
地
確
認
時
期

対
象
乳
幼
児
等
が
い
る
方
は
期
間

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
で
の

申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　

平
成
14
年
９
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
乳
幼
児
等

受
付
期
間　

７
月
31
日
㈮
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・

山
川
・
美
郷
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証
交
付
申

請
書（
対
象
者
に
は
送
付
し
て
い
ま
す
）

○
対
象
乳
幼
児
等
の
健
康
保
険
被
保
険

者
証
等
ま
た
は
そ
の
写
し

○
印
鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印
以
外
）

※
対
象
乳
幼
児
等
の
保
護
者
が
、
平
成

21
年
１
月
２
日
以
降
に
吉
野
川
市
に
転

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の

方
は
、
６
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
書
類
提
出

が
な
い
と
児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
手
続
き
が
済
ん

で
い
な
い
方
は
、
子
育
て
支
援
課
（
川

島
庁
舎
１
階
）
で
早
急
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
４

入
し
た
、
ま
た
は
市
外
で
課
税
さ
れ
て

い
る
場
合
、
次
の
書
類
も
必
要
で
す
。

◎
課
税
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
平
成
21

年
度
（
平
成
20
年
中
）
の
所
得
課
税
証

明
書

〒
７
７
９
―
３
３
９
５　

吉
野
川
市
川

島
町
桒
村
２
４
２
１
番
地
１

吉
野
川
市
子
育
て
支
援
課　

児
童
母
子

福
祉
係　
　
　
　
　
　
☎
㉕
６
６
１
４

　

70
歳
未
満
の
方
が
入
院
し
た
と
き
に
、

窓
口
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
限
度
額
適
用
認
定
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈮
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
申
請

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

現
在
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
く
入
院
の

予
定
が
あ
る
方
は
、
新
規
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

該
当
要
件　

吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
て
、
国
民
健
康
保
険
税

の
滞
納
が
な
く
、
入
院
中
、
ま
た
は
入

院
の
予
定
が
あ
る
方

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
過
去

１
年
以
内
の
入
院
が
90
日
を
超
え
る
場

合
に
は
、
さ
ら
に
食
事
代
が
減
額
さ
れ

ま
す
。

申
請
期
間　

随
時
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

　

新
規
申
請
等
の
方
は
、
申
請
し
た
月

の
初
日
か
ら
の
該
当
と
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
月
の
医

療
費
は
、
高
額
医
療
費
の
払
い
戻
し
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

申
請
場
所　

国
保
年
金
課
（
市
役
所
１

階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）

申
請
に
必
要
な
物

○
印
鑑

○
対
象
者
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証※
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
過
去
１
年
以

内
に
90
日
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方
は
、

そ
の
期
間
分
の
領
収
書
ま
た
は
請
求
書

市
国
保
年
金
課　

国
民
健
康
保
健
係　

   

☎
㉒
２
２
１
３

国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
の
更
新
等
申
請

実
施
期
間　
７
月
21
日
㈫
〜
８
月
19
日
㈬

　

市
外
に
つ
い
て
は
市
内
の
現
地
確
認

が
終
了
し
た
後
に
順
次
確
認
す
る
予
定

で
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
確
認
札
を
立
て
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
札
の
送
付
も
行

い
ま
せ
ん
）。
前
述
の
期
間
中
に
現
地

確
認
を
行
い
、
現
地
確
認
結
果
を
９
月

初
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

市
農
林
業
振
興
課　
　
☎
㉒
２
２
２
８

Ｊ
Ａ
麻
植
郡　
　
　
　
☎
㉔
１
１
３
７



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

15 2009年（平成21年）7月8日

広報よしのがわ

ま
だ
だ
め
よ　

し
ー
と
べ
る
と
は　

お
り
る
ま
で

渡
邊　

あ
み
（
牛
島
小
学
校
１
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ごみの処理にはルールがあります。不法投棄はやめましょう。

問
い
合
わ
せ

平
成
21
年
度
国
民
健
康
保
険
税

の
ご
案
内

重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
受

給
者
の
方
へ

課
税
限
度
額
の
変
更

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
介
護
分

の
課
税
限
度
額
が
９
万
円
か
ら
10
万
円

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
税
率
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
徴
収
の
選
択
制

　

65
歳
〜
74
歳
で
一
定
条
件
を
満
た
す

方
は
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
口
座
振
替
を
選
択

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
を

希
望
さ
れ
る
方
は
税
務
課
窓
口
（
市
役

所
１
階
）
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
平

成
21
年
度
該
当
者
と
な
ら
れ
る
方
に
は
、

納
付
書
と
あ
わ
せ
て
口
座
振
替
申
出
書

を
送
付
致
し
ま
す
。

市
税
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
１
５

〜
更
新
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
〜

　

対
象
と
な
る
方
に
は
６
月
中
旬
に
個

別
で
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
更
新
は
、
平
成
21
年
８
月
１
日

と
き　

８
月
４
日
㈫
午
後
３
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

川
島
庁
舎
２
階
大
会
議
室

テ
ー
マ　

認
知
症
の
予
防
と
対
処
法

講
師　

徳
島
病
院　

乾
医
師

国
立
病
院
機
構　

徳
島
病
院

☎
㉔
２
１
６
１

市
健
康
推
進
課　
　
　
☎
㉕
６
６
１
５

　

徳
島
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
阿
波
・

吉
野
川
地
区
部
会
で
は
『
子
ど
も
の
た

め
の
人
権
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
人
権
擁
護
委

員
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
相
談
内
容
は
秘
密
厳
守
（
だ

れ
に
も
話
し
ま
せ
ん
）
さ
れ
ま
す
。

と
き　

７
月
31
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

　

在
宅
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
３
つ
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
し
、
継
続
し
て
介
護

に
あ
た
っ
て
い
る
家
族
に
対
し
て
、
紙

お
む
つ
な
ど
の
介
護
用
品
を
指
定
業
者

か
ら
購
入
で
き
る
給
付
券
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

支
給
要
件

①
要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
に
認
定

さ
れ
て
い
る
こ
と

②
在
宅
で
あ
る
こ
と
（
施
設
入
所
、
入

院
の
期
間
は
該
当
し
な
い
）

③
生
計
を
同
じ
く
す
る
方
全
員
が
市
民

税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

支
給
限
度
額

１
カ
月
あ
た
り
６
２
５
０
円
ま
で

申
請
方
法

　

介
護
保
険
課
地
域
支
援
係
（
川
島
庁

舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・

山
川
・
美
郷
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
旨
の
民
生
委

員
の
調
査
書
等
が
必
要
で
す
。

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係

☎
㉕
６
６
２
７

夏
休
み
子
ど
も
の
人
権
相
談
所

開
設

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館

と
き　

８
月
18
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

と
こ
ろ　

山
川
公
民
館

子
ど
も
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
月

〜
金
曜
日
）

市
人
権
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
２
９

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

吉
野
川
市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

か
ら
継
続
し
て
重
度
医
療
を
受
け
る
た

め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
の
で
、
更
新

手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所　

福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉

係
（
川
島
庁
舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地

域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）

※
受
け
付
け
場
所
へ
来
る
こ
と
が
困
難

な
方
は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

（
個
別
通
知
の
際
に
同
封
し
て
お
り
ま

す
返
信
用
封
筒
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
３



問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

162009年（平成21年）7月8日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
か
ぶ
り
ま
す　

自
分
を
守
る　

ヘ
ル
メ
ッ
ト

桒
原　

隆
希
（
森
山
小
学
校
１
年
）

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

広
報
誌
が
不
要
な
方
へ

な
か
よ
し
く
ら
ぶ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
特
定
非
営
利

活
動
法
人
へ
の
事
業
助
成
の
ご

案
内
（
平
成
21
年
度
限
り
）

　

広
報
誌
が
郵
送
さ
れ
て
い
る
方
で
、

世
帯
分
離
な
ど
で
家
に
広
報
誌
が
２
部

届
く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報
誌
を
見

る
な
ど
、
広
報
誌
が
不
要
な
場
合
は
、

企
画
財
政
課
広
報
広
聴
係
ま
で 

「
広
報

誌
は
配
布
不
要
で
す
」 
と
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。 

配
布
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

※
ご
連
絡
の
際
に
は
必
ず
、
住
所
、
名

前
、
電
話
番
号
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
企
画
財
政
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
１

○
保
育
所
開
放

と
き　

毎
月
第

２
木
曜
日
午
前

10
時
20
分
〜
11

時
20
分

　

保
育
所
を
開

放
し
ま
す
。
園
庭
や
お
部
屋
で
一
緒
に

遊
び
ま
し
ょ
う
。

○
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う

と
き　

毎
月
第
４
木
曜
日
午
前
10
時
20

分
〜
11
時
20
分

内
容　

手
あ
そ
び
・
歌
あ
そ
び
・
リ
ズ

　
「
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て
、
吉

野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
共
同
募

金
配
分
金
の
一
部
を
財
源
と
し
て
、
吉

野
川
市
内
で
草
の
根
的
な
活
動
を
し
て

い
る
・
ま
た
は
先
駆
的
な
活
動
を
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
皆
さ
ん
の
事
業
を
、
資
金
面

で
応
援
し
ま
す
。

交
付
対
象
団
体

　

法
人
格
を
持
た
な
い
任
意
団
体
（
ボ

と
き　

７
月
18
日
㈯
、
８
月
22
日
㈯
、

９
月
19
日
㈯
、
10
月
17
日
㈯
の
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設

か
が
や
き

対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い
の
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

中
央
広
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

は
く
ち
ょ
う　
　
　
　
☎
36
７
０
７
０

ム
あ
そ
び
・
紙
芝
居
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
・
絵
本
を
み
た
り
、
手
づ
く
り
の
お

も
ち
ゃ
を
つ
く
っ
た
り
し
ま
す
。

※
毎
月
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

対
象　

在
宅
で
保
育
さ
れ
て
い
る
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者

○
子
育
て
相
談
事
業

　

保
育
所
開
放
時
に
子
育
て
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
。

鴨
島
中
央
保
育
所　
　
☎
㉔
２
３
５
６

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）、
特
定
非
営
利
活

動
法
人

※
原
則
と
し
て
、
平
成
21
年
度
中
に
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
ほ
か
の
助
成
を
受

け
て
い
る
、
ま
た
は
受
け
る
予
定
の
あ

る
団
体
を
除
き
ま
す
。

助
成
対
象
事
業

○
住
民
を
対
象
と
し
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
事
業

○
活
動
の
発
展
の
た
め
に
必
要
な
資
機

材
の
購
入

助
成
対
象
外
事
業

○
会
員
の
互
助
、
ま
た
そ
れ
に
類
す
る

目
的
の
事
業
に
か
か
る
経
費

○
不
動
産
の
購
入
や
光
熱
水
費
等
の
団

体
運
営
に
か
か
る
経
費

○
そ
の
他
、
事
業
経
費
と
し
て
不
適
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
経
費

助
成
金
額

　

１
団
体
に
つ
き
最
高
10
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

対
象
事
業
実
施
期
間

　

10
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
１
日

の
期
間
中
に
実
施
す
る
事
業

選
考

○
応
募
す
る
団
体
は
、
申
請
書
を
７
月

31
日
㈮
ま
で
に
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、社
会
福
祉
協
議
会
本
所（
山

川
庁
舎
３
階
）
ま
た
は
社
協
支
所
（
鴨

島
・
川
島
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

○
申
請
書
に
は
、
団
体
の
会
則
、
会
員

名
簿
、
前
年
度
事
業
報
告
書
・
決
算
書
、

当
年
度
事
業
計
画
書
・
予
算
書
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

○
書
類
選
考
の
結
果
を
通
知
し
ま
す
の

で
、
書
類
選
考
を
通
過
し
た
団
体
は
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
審
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
９
月
に
、
決
定
通

知
書
を
送
り
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会　
☎
42
２
０
８
９

障
害
者
調
理
実
習
の
ご
案
内
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申
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問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

17 2009年（平成21年）7月8日

広報よしのがわ

と
び
だ
し
は　

ぜ
っ
た
い
し
な
い　

お
や
く
そ
く

宮
崎　

壱
登
（
鴨
島
小
学
校
１
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

早期発見・報告で、高齢者虐待を防ぎましょう！

は
じ
め
て
の
ウ
ォ
ー
ク
講
座

　

こ
の
講
座
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
き

っ
か
け
に
運
動
習
慣
の
定
着
を
進
め
る

と
と
も
に
、
日
常
生
活
を
改
善
し
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
該
当
者
や
予
備
軍
の
減
少

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
運
動
し
て
い
な
い
方
、
こ
れ
か

ら
運
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
は
ふ
る

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

７
月
は
介
護
保
険
料
の
納
付
月

７
月
は
介
護
保
険
料
第
１
期
（
普

通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

納
期
限　
　
　
　
　
　

７
月
31
日
㈮

市
介
護
保
険
課　

介
護
保
険
係

☎
㉕
６
６
２
６

　

７
月
は
国
民
健
康
保
険
税（
第
１
期
）

と
固
定
資
産
税
（
第
２
期
）
の
納
付
月

で
す
。

採
用
予
定
職
種
お
よ
び
受
験
資
格

◆
一
般
行
政
（
上
級
）
昭
和
53
年
４
月

２
日（
31
歳
）〜
昭
和
63
年
４
月
１
日

（
22
歳
）生
ま
れ
の
方
。
た
だ
し
、
学
校

教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
）
等
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込

７
月
は
国
民
健
康
保
険
税
と

固
定
資
産
税
の
納
付
月

平
成
21
年
度
吉
野
川
市

職
員
採
用
試
験

受
講
料　

５
０
０
円

対
象
者　

普
段
運
動
し
て
い
な
い
方
、

こ
れ
か
ら
運
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
吉

野
川
市
民
の
方

定
員　

30
人
程
度

申
込
期
限　

８
月
20
日
㈭
ま
で

※
運
動
の
し
や
す
い
服
装
と
履
き
慣
れ

た
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
帽

子
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
健
康
手
帳
等

も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

主
催　

徳
島
県
・
徳
島
県
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
協
会　

吉
野
川
保
健
所　

健
康
増
進
担
当

☎
㉔
１
１
１
４

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

納
期
限　
　
　
　
　
　

７
月
31
日
㈮

市
税
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
１
５

み
の
方
。

◆
一
般
行
政
（
初
級
）
昭
和
59
年
４
月

２
日
（
25
歳
）
〜
平
成
４
年
４
月
１
日

（
18
歳
）
生
ま
れ
の
方
。
た
だ
し
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を

除
く
）
等
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
す
る
見

込
み
の
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
建
築
【
一
級
建
築
士
】（
上
級
）
昭

和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

（
31
歳
以
下
）。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
等

を
卒
業
し
た
方
で
、
一
級
建
築
士
の
資

格
を
有
す
る
方
。

採
用
予
定
人
員

●
一
般
行
政
（
上
級
）　

８
人
程
度

●
一
般
行
政
（
初
級
）　

１
人
程
度

●
建
築
（
上
級
）　　
　

１
人
程
度

第
一
次
試
験
日　

９
月
20
日
㈰

申
込
受
付
期
限　

８
月
７
日
㈮

市
総
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
３
１

※
採
用
試
験
の
案
内
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/index.asp

と　き 講義（学習内容） ウォーキング協会の内容
9月２日㈬
午前10時
　　～正午

日常生活を見直そう！
生活習慣病と日常生活
の改善について

歩こうという気持ちが一番
歩幅や歩測を知ろう（計測）
歩測名人はだれかな？

9月９日㈬
午前10時
　　～正午

健康な生活を送るため
の食生活
バランスのとれた食事
について

楽しくて楽な歩き方を知ろう
正しい姿勢を身につけよう
ブラブラ歩きをしよう

９月16日㈬
午前10時
　　～正午

食生活をチェックしよ
う！（実践編）
どんな食事をどれだけ
食べるの？

靴の選び方を知ろう
身体への水の大切さを知ろう
歩き方をチェックしてみよう

９月30日㈬
午前10時
　　～正午

日常の動きを見直そう！
運動・健康増進のため
にできる事

心拍数と歩き方を知ろう
楽しく歩くための方法を考えてみよう
30分くらい続けて歩こう
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182009年（平成21年）7月8日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
く
る
ま
が
ね　

と
お
り
す
ぎ
た
よ　

で
も
か
く
に
ん

川
原　

十
和
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
１
年
）

『
山
川
東
保
育
所
』
指
定
管
理

者
募
集

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
募
集

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

訓
練
生
募
集

　

平
成
21
年
度
９
月
入
校
の
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

離
転
職
者
や
母
子
家
庭
の
母

募
集
訓
練
科　

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
Ｂ

と
こ
ろ　
Ｊ
Ａ
美
馬
支
所
（
美
馬
市
美

馬
町
字
天
神
１
１
６
番
地
３
）

定
員　

15
人
（
う
ち
母
子
家
庭
の
母
等

は
１
人
）

申
込
期
限　

８
月
４
日
㈫
ま
で

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
０
８
８
３
（
６
２
）
３
０
６
７

　

吉
野
川
市
で
は
、
平
成
22
年
４
月
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
予
定

の
『
山
川
東
保
育
所
』
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
の
候
補
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

吉
野
川
市
内
に
事
業
所
を

置
く
法
人
ま
た
は
団
体

指
定
管
理
期
間　

平
成
22
年
４
月
１
日

〜
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で（
４
年
間
）

応
募
期
間　

７
月
10
日
㈮
〜
８
月
５
日

㈬応
募
方
法　

募
集
要
項
に
定
め
る
応
募

書
類
を
提
出
（
募
集
要
項
は
、
子
育
て

支
援
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
）
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/index.asp

応
募
説
明
会
・
施
設
見
学
会

７
月
14
日
㈫
山
川
東
保
育
所
午
後
１
時

30
分
か
ら

市
子
育
て
支
援
課　
　
☎
㉕
６
６
１
４

　

今
後
30
年
以

内
に
発
生
す
る

確
率
が
約
50
％

と
予
測
さ
れ
て

い
る
南
海
地
震

の
対
策
と
し
て
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
耐
震
診
断
を
実
施

し
ま
す
。

対
象
住
宅
と
な
る
木
造
住
宅

　

次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
住
宅

②
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
構
法
に
よ
り

建
築
さ
れ
た
住
宅
（
木
質
プ
レ
ハ
ブ
工

法
や
２ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

×
４
工
法
は
除
く
）

③
平
屋
か
ら
３
階
建
て
住
宅
（
併
用
住

宅
、
共
同
住
宅
・
長
屋
、
借
家
を
含
む
）

④
吉
野
川
市
内
に
あ
り
現
在
、
居
住
し

て
い
る
住
宅

申
込
受
付
期
間

平
成
22
年
２
月
26
日
㈮
ま
で

募
集
戸
数　

１
２
０
戸
（
予
定
）

※
受
け
付
け
は
先
着
順
と
し
、
対
象
戸

数
を
満
た
し
た
時
点
で
募
集
を
終
了
し

ま
す
。

自
己
負
担
金

●
１
戸
建
て　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

●
２
戸
以
上
の
共
同
住
宅
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
０
円

申
込
方
法　

都
市
計
画
住
宅
課
（
市
役

所
２
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添
付
書
類

を
添
え
て
都
市
計
画
住
宅
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
書
類

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
申
込
書

②
添
付
書
類

●
外
観
写
真
（
Ｌ
版
２
枚
）

●
住
宅
の
位
置
を
示
す
地
図
（
住
宅
地

図
等
の
コ
ピ
ー
可
）

●
建
築
時
期
の
わ
か
る
書
類
（
建
築
確

認
通
知
書
、
建
物
の
登
記
簿
、
家
屋
固

定
資
産
税
課
税
明
細
書
、
そ
の
他
）

●
共
同
住
宅
・
長
屋
に
つ
い
て
は
、
入

居
者
全
員
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
同
意

書耐
震
改
修
補
助
支
援
事
業
も
募
集
！

　

平
成
16
年
度
か
ら
本
年
度
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合

評
点
が
0.7
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

耐
震
改
修
を
希
望
さ
れ
る
住
宅
に
つ
い

て
工
事
費
用
の
３
分
の
２
（
最
高
60
万

円
ま
で
、１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

を
補
助
し
ま
す
。
受
付
期
間
は
耐
震
診

断
と
同
期
間
で
先
着
順
と
し
、
募
集
戸

数
（
10
戸
）
を
満
た
し
た
時
点
で
終
了

し
ま
す
。

市
都
市
計
画
住
宅
課　

建
築
営
繕
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
２
５

花火はマナーを守って楽しみましょう
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青
だ
！
そ
れ
っ　

か
け
出
す
ま
え
に　

み
ぎ
・
ひ
だ
り

三
浦　

友
里
江（
西
麻
植
小
学
校
１
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と
職
業

相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知
識
や
就
職

の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

７
月
13
日
㈪
、
８
月
３
日
㈪
・

17
日
㈪　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

７
月
８
日
㈬
、
８
月
5
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
１
６
６

巡
回
職
業
相
談

わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

夏
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

●
親
子
料
理
教
室

　

次
の
要
領
で
「
親
子
料
理
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
し
た
い
日
を
選
ん

で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電

話
の
み
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
）

【
鴨
島
教
室
】

と
き　

８
月
６
日
㈭
・
７
日
㈮

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
（
２
階
・
調
理

室
）

定
員　

１
日
に
つ
き
６
組
（
12
人
〜
18

人
）

【
山
川
教
室
】

と
き　

８
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭

と
こ
ろ　

山
川
公
民
館
（
１
階
・
料
理

実
習
室
）

定
員　

１
日
に
つ
き
８
組
（
16
人
〜
24

人
）

開
催
時
間

　

い
ず
れ
の
教
室
も
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
（
予
定
）

参
加
費　

無
料

対
象
者　

吉
野
川
市
内
の
小
学
生
の
児

童
と
親
子
、
兄
弟
姉
妹
で
の
参
加
も
認

め
ま
す
が
、
調
理
場
の
ス
ペ
ー
ス
等
の

関
係
上
、
１
組
に
つ
き
親
子
で
３
人
ま

と
き　

７
月
23
日
㈭
午
後
１
時
〜
４
時
、

７
月
25
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

東
徳
島
病
院
附
属
看
護
学
校

（
板
野
町
大
寺
字
大
向
北
１
─１
）

内
容　

公
開
講
座
「
血
圧
測
定
の
方

法
」、
看
護
技
術
体
験
（
妊
婦
体
験
・

手
洗
い
法
な
ど
）
在
校
生
と
の
座
談
会

参
加
費　

無
料　

申
込
締
切　

７
月
16
日
㈭
ま
で

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

東
徳
島
病
院
附
属
看
護
学
校　

事
務
室

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
４
５
３
４

で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
受
付　

７
月
29
日
㈬
か
ら
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
（
先
着
順
）

市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

☎
42
４
１
１
５

○
納
涼
花
火
大
会

　

約
９
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
と
仕

掛
け
花
火
が
、
夏
の
夜
空
を
美
し
く
彩

り
ま
す
。

と
き　

８
月
６
日
㈭
午
後
８
時
〜
９
時

（
雨
天
の
場
合
８
月
７
日
㈮
）

と
こ
ろ　

鴨
島
運
動
場
（
旧
鴨
島
県
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

吉
野
川
商
工
会
議
所　
☎
㉔
２
２
７
４

○
阿
波
踊
り
舞
台
公
演

　

阿
波
踊
り
大
会
の
前
段
を
飾
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興

協
会
に
よ
る
舞
台
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
き　

８
月
14
日
㈮
午
後
４
時
〜
６
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル

（
入
場
料
無
料
）

出
演
予
定　

き
ら
く
連
、
高
越
連
、
ひ

ょ
こ
い
ち
連
、
ほ
が
ら
か
連
、
龍
虎
連
、

あ
い
っ
こ
連
、
豆
狸
連
、
阿
波
土
柱
連
、

も
っ
こ
連

市
商
工
観
光
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
６

○
阿
波
踊
り
大
会

と
き　

８
月
14
日
㈮
・
15
日
㈯
・
16
日

㈰
午
後
７
時
〜
10
時

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り

吉
野
川
商
工
会
議
所　
☎
㉔
２
２
７
４

○
阿
波
踊
り
広
場

と
き　

８
月
16
日
㈰
午
後
６
時
〜
10
時

と
こ
ろ　

ア
ク
ア
シ
テ
ィ
ー
演
舞
場

吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興
協
会

会
長　

松
島
一
光　
　
☎
㉔
２
０
８
７
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
が
り
か
ど　

み
え
な
い
き
け
ん
が　

ま
っ
て
い
る

三
谷　

那
月
（
知
恵
島
幼
稚
園
）

と
き　

７
月
22
日
㈬
・
23
日
㈭
午
前
10

時
〜
正
午

対
象
者　

小
学
校
１
〜
６
年
生

講
師　

黒
嵜
宏
さ
ん

と
き　

７
月
27
日
㈪
①
午
前
10
時
〜
②

午
後
１
時
30
分
〜

対
象
者　

小
学
校
３
〜
６
年
生

講
師　

吉
野
美
苑
さ
ん

と
き　

７
月
23
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

対
象
者　

小
学
校
高
学
年
〜
中
学
生

講
師　

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校　

情

報
工
学
科　

福
見
淳
二
さ
ん
、
高
専
生

の
み
な
さ
ん

と
き　

７
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
45
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

日
本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会　

西
日
本
支
部

滝
口
隆
男
さ
ん

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

美
郷
ほ
た
る
館
だ
よ
り

ロ
ボ
ッ
ト
教
室

第
２
回
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
山
川

親
子
体
験「
ホ
タ
ル
の
光
の
再
現
講
座
」

親
子
体
験「
水
生
昆
虫
の
採
集
と
観
察
会
」

親
子
体
験
「
ホ
タ
ル
籠
作
り
教
室
」

親
子
絵
画
教
室

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い　

地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
へ
の
準
備（
今
ま
で
と
ど
こ
が
違
う
か
）

家
庭
教
育
学
級

防
災
講
座

第
4
回　

吉
野
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ポ
ス
タ
ー
教
室

書
道
教
室

と
き　

８
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料

と
き　

８
月
３
日
㈪
午
前
10
時
30
分
〜

正
午（
午
前
10
時
10
分
ほ
た
る
館
集
合
）

内
容　

ホ
タ
ル
の
光
の
再
現
と
ビ
デ
オ

鑑
賞

講
師　

稲
井
俊
道
さ
ん

参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も
３

０
０
円
（
入
館
料
、材
料
費
等
を
含
む
）

と
き　

８
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
９
時
30
分
ほ
た
る
館
集
合
、
雨

天
・
増
水
時
は
中
止
）

講
師　

徳
山
豊
さ
ん

参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も
３

０
０
円
（
入
館
料
、
傷
害
保
険
料
等
を

含
む
）

準
備
す
る
も
の　

水
に
入
れ
る
服
装
、

帽
子
、
筆
記
具
、
タ
オ
ル
等
（
採
集
用

具
な
ど
は
準
備
し
ま
す
）

※
定
員
は
い
ず
れ
も
親
子
ペ
ア
20
組
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

と
き　

８
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
午
後
１
時
10
分
ほ
た
る
館

集
合
）

講
師　

住
友
千
恵
子
さ
ん

参
加
費　

高
校
生
以
上
１
０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
７
０
０
円
（
入
館
料
、
材

料
費
を
含
む
）

と
き　

８
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
９
時
40
分
ほ
た
る
館
集
合
）

講
師　

下
時
治
郎
秀
臣
さ
ん

参
加
費　

大
人
４
０
０
円
、
子
ど
も
２

０
０
円
（
入
館
料
等
を
含
む
）

持
参
品　

筆
記
用
具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
ク

レ
パ
ス
、
絵
の
具
等
は
自
由
（
画
用
紙

は
用
意
し
ま
す
）

内
容　

学
力
向
上
秘
策
、
授
業
の
受
け

方
、
家
庭
学
習
の
仕
方
な
ど

と
き　

８
月
１
日
㈯

●
小
学
生
の
部　

午
前
10
時
〜
11
時

●
中
学
生
の
部　

午
前
11
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
学
校
支

援
室　

橋
本
隆
さ
ん
、
中
上
斉
さ
ん

内
容　

火
災
・
台
風
（
暴
風
雨
）
災
害

へ
の
対
応
に
つ
い
て

と
き　

８
月
１
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

徳
島
中
央
広
域
連
合
東
消
防
署

副
署
長
・
消
防
指
令　

住
友
正
吉
さ
ん

と
き　

10
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
午
後
１

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

鴨
島
体
育
館

テ
ー
マ　
「
食
・
農
の
阿
波
ブ
ラ
ン
ド

の
創
出
」

　

郷
土
料
理
の
出
品
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

８
月
１
日
㈯
〜
31
日
㈪
ま
で

鴨
島
公
民
館　
　
　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ

美
郷
ほ
た
る
館　
　
　
☎
43
２
８
８
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/m

isato/
hotaru/

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
☎
42
６
６
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
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ヘ
ル
メ
ッ
ト　

い
つ
も
の
あ
な
た
の　

命
づ
な

住
友　

美
保
（
川
島
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

　

欠
格
期
間
と
は
、
免
許
の
拒
否
・
取

消
の
処
分
に
あ
た
り
、
運
転
免
許
を
受

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
期
間
の
こ
と
で
、

現
行
で
は
最
長
５
年
で
す
が
、
改
正
後

は
最
長
10
年
に
な
り
ま
す
。

　

特
定
違
反
行
為
と
は
、
悪
質
で
危
険

な
運
転
行
為
で
、
次
の
４
つ
の
行
為
を

い
い
ま
す
。

①
運
転
殺
人
・
運
転
傷
害
（
自
動
車
運

転
で
故
意
に
死
傷
さ
せ
る
）
ま
た
は
故

意
に
自
動
車
で
建
物
な
ど
を
損
壊
さ
せ

る②
危
険
運
転
致
死
傷
罪

③
酒
酔
い
運
転
、
ま
た
は
麻
薬
等
運
転

④
ひ
き
逃
げ
（
救
護
義
務
違
反
）

改
正
後
の
違
反
行
為
の
基
礎
点
数
と
欠

格
期
間（
※
例
示
は
前
歴
が
な
い
場
合
）

●
運
転
殺
人
・
傷
害
、
危
険
運
転
致
死

傷
罪
の
場
合　

基
礎
点
数
45
点　

被
害
程
度
に
応
じ
て
、

欠
格
期
間
５
〜
８
年

○
危
険
運
転
致
死
傷
罪
＋
ひ
き
逃
げ
の

場
合
、
軽
傷
事
故
で
も
欠
格
期
間
は
10

年
と
な
り
ま
す
。

●
酒
酔
い
運
転
、
麻
薬
運
転
の
欠
格
期

間基
礎
点
数
35
点　

欠
格
期
間
３
年

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー　
☎
㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

粘
土
で
作
る
貯
金
箱

夏
休
み
親
子
陶
芸
体
験
講
座

親
子
押
し
花
教
室

夏
休
み
親
子
俳
句
講
座

藍
染
め
１
日
体
験
講
座

と
き　

７
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

研
修
室
４

材
料
費　

７
０
０
円

準
備
物　

古
タ
オ
ル
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、

は
さ
み
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
作
り
た
い
も

の
の
イ
ラ
ス
ト
ま
た
は
参
考
に
な
る
雑

誌
や
図
鑑

と
き　

７
月
20
日
㈪
午
前
９
時
〜
午
後

４
時

と
こ
ろ　

研
修
室
２

参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
ぞ
う

き
ん

と
き　

８
月
２
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

研
修
室
４

材
料
費　

１
人
５
０
０
円

内
容　

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
・
コ
ー
ス

タ
ー（
大
人
）、マ
グ
ネ
ッ
ト
タ
イ
ル（
子

ど
も
）

準
備
物　

工
作
用
は
さ
み

と
き　

７
月
26
日
㈰
午
前
８
時
40
分
〜

正
午

と
こ
ろ　

藍
工
房
専
修
館
（
鴨
島
町
喜

来
）

参
加
費　

実
費
（
ミ
ニ
タ
オ
ル
マ
フ
ラ

ー
７
０
０
円
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
フ
８
０
０

円
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
３
８
０
０
円
ほ
か
）

準
備
物　

ゴ
ム
手
袋

夏
の
１
日
体
験
講
座
の
ご
案
内

　

自
然
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
を
養
う

た
め
の
こ
ど
も
俳
句
に
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

７
月
26
日
㈰
、
８
月
２
日
㈰
午

前
８
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

研
修
室
５

悪
質
・
危
険
な
運
転
者
に
対
す
る

罰
則
強
化
！

特
定
違
反
行
為
の
欠
格
期
間
を

延
長
（
点
数
制
度
に
よ
る
処
分
）

酒
気
帯
び
運
転
の
基
礎
点
数
の

引
き
上
げ

○
酒
酔
い
運
転
で

事
故
を
起
こ
し
た

場
合
、
欠
格
期
間

は
３
〜
７
年
と
な

り
ま
す
。

●
ひ
き
逃
げ
（
救
護
義
務
違
反
）
の
欠

格
期
間
等

基
礎
点
数
35
点　

欠
格
期
間
３
年
（
ひ

き
逃
げ
の
み
で
も
独
立
し
て
処
分
）

○
ひ
き
逃
げ
＋
酒
酔
い
運
転
の
場
合
、

被
害
者
が
軽
傷
で
も
欠
格
期
間
は
10
年

と
な
り
ま
す
。

●
呼
気
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
0.15
㎎
／
１

以
上
0.25
㎎
／
１
未
満
の
場
合

「
現
行
」
６
点
（
免
許
停
止
30
日
）

↓
「
改
正
後
」
13
点
（
免
許
停
止
90
日
）

●
呼
気
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
0.25
㎎
／
１

以
上
の
場
合

「
現
行
」13
点（
免
許
停
止
90
日
）↓「
改

正
後
」
25
点
（
免
許
取
消
欠
格
期
間
２

年
）

鴨
島
町
交
番　
　
　
　
☎
㉔
２
３
３
１

吉
野
川
警
察
署　
　
　

☎
㉕
６
１
１
０

問
い
合
わ
せ

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
朝
５
分
の
ゆ
と
り
」
そ
の
気
持
ち
が　

事
故
を
防
ぐ

前
田　

ち
ひ
ろ
（
学
島
小
学
校
６
年
）

結 核 巡 回 検 診 に つ い て
●対象者
　40歳（昭和45年３月31日以前に生まれた方）以上で、平成21
年度の胸部レントゲン検査や肺がん検診を受けていない方
（注意）
＊ たばこを吸う方、血

けっ

痰
たん

や咳がよく出る方は、集団検診での肺がん
検診を受けられることをおすすめします。

＊次の方は、市が実施する検診は受診できません。
　・職場検診等を受診できる方　・入院中の方　・施設入所中の方

●個人負担金…無料
●検査内容…胸部エックス線撮影

● 対象者には７月中旬に、受診券を
お送りします。お名前をご確認の
上、各人ごと切り離して検診場所
へご持参ください。　
● 下記のとおり市内を検診車が回り
ます。（市内どの場所でも受診す
ることができます）
● 広報車による呼びかけはしません
ので、日程表をご覧のうえ受診く
ださい。

結 核 検 診 実 施 予 定 表

美
郷
地
区

実施日 時　間 場　所 自治会等 実施日 時　間 場　所 自治会等

８
月
18
日
㈫

午
前

 9：30～ 9：50 山口秀吉氏宅前 丸　　山

８
月
24
日
㈪

午
前

 9：00～ 9：20 吉野川市美郷庁舎 川 　 俣
10：00～10：20 猪本光一氏宅前 上　　谷  9：30～ 9：50 竹中俊治氏宅前 市 野 々
10：30～10：50 東 山 小 学 校 前 天　　神 10：00～10：20 中枝老人憩の家前 平
11：20～11：40 猪井芳明氏宅前 月　　野 10：35～10：55 後藤孝洋氏宅前 田 　 平

午
後

 1：00～ 1：15 芝髙正明氏宅前 恵 美 子 11：15～11：30 伊井マスミ氏宅前 井 　 頭
 1：20～ 1：40 平 山 土 建 前 湯　　下 11：40～11：50 森口孝男氏宅前 宮 　 倉
 2：00～ 2：15 明石恭一氏宅前 刷　　石

午
後

 1：30～ 1：45 岡 本 昭 氏 宅 裏 城 　 戸
 2：45～ 3：00 久保忠敏氏宅裏 中　　筋  2：05～ 2：25 藤村和行氏宅前 中 古 井
 3：20～ 3：40 柘原忠男氏宅前 品　　野  2：40～ 2：50 和泉保昌氏宅下 倉 　 羅

 3：10～ 3：30 明 石 孝 氏 宅 裏 張
 3：40～ 3：55 横石文夫氏宅前 宗 　 田
 4：10～ 4：20 西 村 弘 氏 宅 前 東 　 部

山　

川　

地　

区

実施日 時　間 場　所 自治会等 実施日 時　間 場　所 自治会等

８
月
25
日
㈫

午
前

 9：30～10：10 日 吉 神 社 湯 立 東

８
月
31
日
㈪

午
前

 9：30～10：00 西 福 寺 前 瀬　　津
10：20～10：40 青 木 大 師 堂 前 青　　木 10：10～10：40 旧 大 坪 商 店 前 貞　　田
10：50～11：00 迎 坂 集 会 所 前 迎　　坂 10：50～11：20 貞 田 集 会 所 前 貞　　田
11：10～11：25 旗 見 集 会 所 前 旗　　見 11：30～12：00 舟戸住宅集会所前 舟 戸 西
11：35～11：50 佐藤厚志氏宅前 恵　　下

午
後

 1：10～ 1：35 舟戸農業構造改善センター 舟 戸 東

午
後

 1：10～ 1：30 信 田 酒 店 前 奥川田西  1：50～ 2：20 鯰 神 社 前 季　　邦
 1：40～ 2：00 久 宗 郵 便 局 横 久　　宗  2：30～ 2：50 上 岡 豊 氏 宅 前 麦 原 東
 2：10～ 3：00 レーベンショップタニダ前 川 東 西  3：00～ 3：20 麦 原 大 師 堂 前 麦 原 西
 3：10～ 4：00 山 川 公 民 館 翁 喜 台  3：30～ 4：00 川田小学校体育館前 住　　吉

８
月
26
日
㈬

午
前

 9：30～10：00 川田西小学校前 西市久保

９
月
１
日
㈫

午
前

 9：30～10：20 横田哲夫氏宅前 北　　町
10：10～10：30 お は な 駐 車 場 村　　雲 10：30～11：10 椙 原 商 店 横 南　　町
10：40～11：10 野 郷 神 社 北 島 西 11：20～12：00 富士電気商会前 南　　町
11：20～11：50 湯 立 会 館 前 湯 立 北

午
後

 1：30～ 1：40 藤原文明氏宅前 桑　　内

午
後

 1：10～ 2：00 瀬 詰 八 幡 神 社 瀬詰八幡  1：45～ 2：00 皆瀬野郷神社前 皆　　瀬
 2：10～ 2：35 岡 田 建 設 横 春　　日  2：10～ 2：25 西 野 々 集 荷 場 皆　　瀬
 2：45～ 3：25 北村農業構造改善センター駐車場 北　　村  2：50～ 3：05 旧 藤 川 商 店 前 大　　内
 3：35～ 4：00 八 坂 会 館 八 坂 北  3：25～ 3：50 猪口利夫氏宅前 楠 根 地

８
月
28
日
㈮

午
前

 9：30～10：10 山瀬地区公民館 西久保西  4：00～ 4：10 大内消防団詰所前 大　　内
10：20～10：50 岡 本 薬 品 前 西久保中
11：00～11：30 佐 竹 等 氏 宅 前 日の出第2
11：40～12：10 石川オート商会前 天　　神

午
後

 1：20～ 2：00 元 木 会 館 日の出第2
 2：10～ 2：30 忌部農業構造改善センター 忌 部 北
 2：40～ 3：00 桑原政夫氏宅前 宮 島 南
 3：15～ 3：30 ほたる川第二団地 ほ た る

検診にはボタン、ファスナー等の
ない軽装でお越しください。
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ま
も
り
ま
す　

し
ん
ご
う
さ
ん
と
の　

お
や
く
そ
く

住
吉　

凜
香
（
山
瀬
小
学
校
１
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》 鴨　

島　

地　

区

実施日 時　間 場　所 自治会等 実施日 時　間 場　所 自治会等

９
月
８
日
㈫

午
前

 9：30～10：00 春 日 漬 物 店 先 須 賀 ９
月
18
日
㈮

午
前
 9：30～11：00 西麻植バッティングセンター西側 麻 植 市

10：10～10：40 杉 尾 神 社 杉 尾 11：10～12：00 大東・江川公会堂 大 北
10：50～11：20 あ さ な 運 送 天 神

午
後

 1：30～ 2：10 多 津 美 公 会 堂 多 津 美
午
後
 1：20～ 3：00 飯尾敷地コミュニティセンター 呉 郷  2：20～ 3：00 桑 田 商 店 む つ み
 3：10～ 4：10 吉 野 川 市 役 所 殿 郷  3：10～ 3：50 木 下 理 容 店 前 旭 町

９
月
14
日
㈪

午
前

 9：30～10：20 松家健二郎氏宅付近 東 原 北
９
月
24
日
㈭

午
前

 9：30～10：10 新 興 建 設 倉 庫 田 渕
10：30～11：30 旧麻植郡農協森山支所 山 路 西 10：20～10：50 中 内 神 社 西麻植中筋
11：40～12：10 後藤田美容院付近 中 島 東 11：00～11：30 西 麻 植 会 館 大 東

午
後

 1：30～ 2：00 荒 神 社 内 原
午
後

 1：00～ 1：40 林　武男氏宅付近 敷 地 奥
 2：10～ 2：40 一期一会駐車場 喜 来  1：50～ 2：30 田 中 屋 敷 地 東
 2：50～ 3：50 吉野川商工会議所 セレブ西側  2：40～ 3：40 ひまわり農産市 南 新 町

９
月
15
日
㈫

午
前

 9：30～10：20 阿部治雄氏宅付近 東 宮 間 ９
月
25
日
㈮

午
前

 9：30～10：00 旧麻植郡農協知恵島支所 東 郷 東
10：30～11：00 河野良高氏宅付近 原 10：10～10：50 若 宮 神 社 喜 来
11：10～12：10 林　正道氏宅付近 麻 植 塚 11：00～11：30 八 幡 神 社 八幡通り

午
後

 1：30～ 2：00 鎮 守 神 社 知・四ツ屋 午
後
 1：20～ 2：30 坂 本 紙 店 東 本 町

 2：10～ 2：50 喜来老人憩の家 乗 島 北  2：40～ 3：50 宮脇書店南側駐車場 大 西
 3：00～ 4：00 江川・鴨島公園駐車場 中新開地

９
月
17
日
㈭

午
前

 9：30～10：00 桒 原 建 設 東 側 山 路
10：10～11：00 宮 田 商 店 宮 前
11：10～12：00 春 日 免 神 社 西春日免

午
後

 1：00～ 1：50 旧麻植郡農協東部支所 市 瀬
 2：00～ 2：50 西岡弁当店駐車場 八本松南
 3：00～ 4：00 上浦地区公民館 南

川　

島　

地　

区

実施日 時　間 場　所 自治会等 実施日 時　間 場　所 自治会等

９
月
28
日
㈪

午
前

 9：00～ 9：40 川島公民館山田分館 山田北部
９
月
30
日
㈬

午
前

 9：00～ 9：40 川 島 公 民 館 南 寺
 9：50～10：20 森 定 康 氏 宅 前 サントピア  9：50～10：20 川島公民館久保田分館前 久 保 田
10：30～11：20 川島高校前喜多寿康氏宅前 岡山第二 10：30～11：00 立 石 公 会 堂 天 神
11：30～12：00 川島公民館朝日ヶ丘分館東側 朝日ヶ丘 11：10～11：40 こ だ ま 会 館 近 久

午
後

 1：10～ 1：50 川 島 駅 前 北 町
午
後

 1：00～ 1：40 川島老人福祉センタ－ 吉 本 北
 2：00～ 2：30 川島公民館神後南分館前 神後南部  1：50～ 2：30 ぶどう総合管理センター 王 子
 2：40～ 3：10 三橋マツヱ氏宅前 神後東部  2：40～ 3：20 十川工業（有）前 西 出 目

９
月
29
日
㈫

午
前

 9：30～10：10 三ツ島西公会堂 水 沼 野
10：20～10：50 ゲートボール場横 む つ み
11：00～11：30 住友敬次郎氏宅横 一 里 松
11：40～12：20 学 駅 前 学 春 日

午
後

 1：30～ 2：10 東児島老人憩の家 東 児 島
 2：20～ 2：50 高 越 神 社 下女の辻
 3：00～ 3：40 吉野川市川島庁舎 鍛冶屋敷

結核検診を受けましょう!!

★ 結核検診の結果については、異常のない方には個人通知をお送りしま
せんのでご了承ください。

※当日の朝、大雨および暴風警報が発令された場合には、検診を中止します。
　中止の場合、連絡はしませんので、別の実施日をご利用ください。

●問い合わせ　市健康推進課　☎　  6615○25



7月・8月のがん検診等のご案内7月・8月のがん検診等のご案内

7　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
8 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

介 護 予 防 体 操
9 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操
10 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 栄 養 改 善 講 座
13 月 13：30～14：30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨　島 口腔（こうくう）ケア

14 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島
13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島

15 水 9：30～10：30 中古井広域集落センター 美　郷 栄 養 改 善 講 座
16 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
17 金 9：30～10：30 東部集落センター 美　郷 栄 養 改 善 講 座
22 水 9：30～10：30 川島公民館敷地分館 川　島 栄 養 改 善 講 座

23 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島
13：30～14：30 山路東原集会所 鴨　島 介 護 予 防 体 操

24 金 9：30～10：30 森山地区公民館 鴨　島 口 腔 ケ ア
13：30～14：30 東山老人憩の家 美　郷 栄 養 改 善 講 座

27 月 13：30～14：30 知恵島老人憩の家 鴨　島
28 火 9：30～10：30 川島公民館山田分館 川　島 栄 養 改 善 講 座

8　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
3 月 13：30～14：30 山川公民館 山　川 健

康
チ
ェ
ッ
ク

楽 し い 脳 体 操
4 火 9：30～10：30 川島公民館神後分館 川　島 介 護 予 防 体 操

5 水 9：30～10：30 中部農業構造改善センター 山　川 楽 し い 脳 体 操
13：30～14：30 瀬詰老人会館 山　川 栄 養 改 善 講 座

10 月 9：30～10：30 森藤集会所 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
13：30～14：30 立石公会堂 川　島 口 腔 ケ ア

242009年（平成21年）7月8日

広報よしのがわ

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25

●問い合わせ・申し込み　市健康推進課　☎　  6615○25

7月・8月の介護予防教室

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
み
ぎ
ひ
だ
り　

あ
お
し
ん
ご
う
も　

き
を
つ
け
て

松
家　

光
輝
（
川
田
幼
稚
園
）

自分の健康をつくるためにも、計画を立てて健（検）診を受けましょう！！
平成21年度の年間の健（検）診の内容および個人負担金など、詳しいことは広報よしのがわ
６月号（Vol.56）10、11ページに掲載していますので、ご確認ください。

★がん集団検診は、お申し込みされた方に受診券等をお送りします。

※乳がん・甲状腺検診は、１日50人までの人数制限があります。

が ん 集 団 検 診

個 別 健 診（医療機関で受診）

検 診 項 目 胃がん検診、肺がん検診（喀
かく

痰
たん

検査）、大腸がん検診、乳がん・甲状腺検診※、骨粗しょう症検診
検　 診　 日 ８月５日（水） ８月19日（水） ８月23日（日）
実施場所 午前 川島公民館 ふるさとセンター（美郷） 鴨島公民館
申 込 締 切 ７月22日（水） ８月５日（水） ８月７日（金）

検 診 項 目 前立腺がん検診
検　 診　 日 ８月５日（水） ８月19日（水） ８月23日（日）
実施場所 午前 川島公民館 ふるさとセンター（美郷） 鴨島公民館

午後 鴨島公民館 山川公民館
申 込 締 切 ７月22日（水） ８月５日（水） ８月７日（金）

健（検）診項目 実施期間 場　所 申し込み
子宮がん検診

7月1日～
平成22年3月31日まで

県内広域化医療機関 《申込受付》
7月1日～12月28日まで
【申し込みされた方に受診
券をお送りします。】

ヤング健診
（20～40歳未満の方）

【吉野川市国保加入の方で、節目健診
対象の方〔今年度30･35歳〕は除く】

市内指定医療機関

7月・8月のがん検診等のご案内7月・8月のがん検診等のご案内



鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
7
月
、8
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
７
月
、
８
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
７
月
31
日
㈮
、８
月
31
日
㈪
）

◆
夏
休
み
手
作
り
教
室

と
き　

８
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

講
師　

西
山
欣
子
さ
ん

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

内
容　

モ
ビ
ー
ル
を
つ
く
り
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
よ
っ
と
い
で
文
庫
に
よ
る
夏
休

み
お
は
な
し
大
会

と
き　

８
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階

◆
夏
休
み
自
由
研
究
教
室

採
集
物
の
名
付
け

と
き　

８
月
25
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
７
月
、
８
月
の
休
館
日

月
曜
日
、祝
日
、振
替
休
館
日
（
７

月
21
日
㈫
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
７
月
31
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

７
月
11
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

７
月
18
日
㈯
（
山
古
志
村
の
マ
リ

と
３
匹
の
子
犬
）、
８
月
１
日
㈯

（
夏
服
の
少
女
た
ち
）
の
午
後
２

時
か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
６
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogaw

a.lg.jp/ilisw
ing/w

e/
opac/

●
山
川
図
書
館
の

県
立
図
書
館
協
力

車
巡
回
日
／
毎
週

金
曜
日

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

262009年（平成21年）7月8日

広報よしのがわ

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
７
月
、
８
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
・
和
室
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
再
生
』　　
　
　

石
田
衣
良　

著

『
ス
ナ
イ
パ
ー
ズ
・
ア
イ
』

　
　
　
　
　
　
　
　

神
永
学　

著

『
白
い
猫
』　　
　

柴
田
哲
孝　

著

『
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
06
』

　
　
　
　
　
　
　
　

五
條
瑛　

著

『
闇
の
華
た
ち
』

　
　
　
　
　
　

乙
川
優
三
郎　

著

『
手
の
ひ
ら
、
ひ
ら
ひ
ら
』

　
　
　
　
　
　
　

志
川
節
子　

著

『
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
13
』

　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾　

著

◆
児
童
書
・
絵
本

第
55
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書
が
入
り
ま

し
た
。貸
出
期
間
は
、一
週
間
で
す
。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
そ
の
先
に　

楽
し
み
あ
る
か
ら　

安
全
に

石
原　

聡
一
郎
（
種
野
小
学
校
５
年
）

小
学
校
低
学
年
の
部

『
お
こ
だ
て
ま
せ
ん
よ
う
に
』

　
　
　

く
す
の
き
し
げ
の
り　

著

『
し
っ
ぱ
い
に
か
ん
ぱ
い
！
』

　
　
　
　
　
　
　

宮
川
ひ
ろ　

著

『
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
、
き
つ
ね
さ

ん
！
』

カ
ト
リ
ー
ン
・
シ
ェ
ー
ラ
ー　

著

小
学
校
中
学
年
の
部

『
そ
い
つ
の
名
前
は
エ
メ
ラ
ル
ド
』

　
　
　
　
　
　
　

竹
下
文
子　

著

『
風
を
お
い
か
け
て
、
海
へ
！
』

　
　
　
　
　
　
　

高
森
千
穂　

著

『
し
あ
わ
せ
の
子
犬
た
ち
』

　
　

メ
ア
リ
ー
・
ラ
バ
ッ
ト　

著

小
学
校
高
学
年
の
部

『
春
さ
ん
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
』　

　
　
　
　
　
　
　

依
田
逸
夫　

著

『
ぼ
く
の
羊
を
さ
が
し
て
』

　
　

ヴ
ァ
レ
リ
ー
・
ハ
ブ
ズ　

著

『
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
へ
の
旅
』

　

ビ
ヴ
ァ
リ
ー
・
ナ
イ
ド
ゥ
ー
著

中
学
校
の
部

『
８
分
音
符
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
』

　
　
　
　
　
　
　

松
本
祐
子　

著

『
時
間
を
ま
き
も
ど
せ
！
』

ナ
ン
シ
ー
・
エ
チ
メ
ン
デ
ィ　

著

高
等
学
校
の
部

『
カ
レ
ン
ダ
ー
か
ら
世
界
を
見
る
』

　
　
　
　
　
　
　

中
牧
弘
允　

著

『
縞
模
様
の
パ
ジ
ャ
マ
の
少
年
』

　
　
　
　

ジ
ョ
ン
・
ボ
イ
ン　

著

「
神
去
な
あ
な
あ
日
常
」

　
　
　
　
　

三
浦 

し
を
ん　

著

「
運
命
の
人　

１
・
２
」

　
　
　
　
　
　
　

山
崎
豊
子　

著

講
師　

眞
鍋
佳
資
さ
ん

と
こ
ろ　

図
書
館
２
階



平
成
20
年
度
の
活
動
と
概
要

未
来
へ
の
と
び
ら

鴨
島
東
中
学
校　

近
久　

絵
里
菜

時
に
は
闇
に
お
お
わ
れ
て

時
に
は
光
が
き
え
て
し
ま
う

闇
に
お
お
わ
れ
た
な
ら

光
が
な
い
な
ら

カ
ギ
を
あ
け
て

と
び
ら
を
あ
け
て
く
だ
さ
い

一
人
じ
ゃ
な
く
て

仲
間
と
と
も
に

つ
き
す
す
ん
で
く
だ
さ
い

未
来
へ

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
４
号
よ
り
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

　

吉
野
川
市
青
少
年
育
成
補
導
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
た
活
動
と
、
そ

の
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

①
街
頭
補
導　

総
数
65
件

▼
対
象
者

　

中
学
生　
　
　
　
　

15
％

　

高
校
生　
　
　
　
　

40
％

　

無
職
少
年　
　
　
　

43
％

　

有
職
少
年　
　
　
　

２
％

27 2009年（平成21年）7月8日

広報よしのがわ

平成21年６月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,501人　 （－ 17）
　男　　21,564人　 （－  9）
　女　　23,937人　 （－  8）
世帯数　17,329世帯 （＋ 27）
※ 65歳以上人口
　　　計 12,944人　男 5,264人　女 7,680人

361人 （－  1）
50人 （　  0）
311人 （－  1）

338世帯 （－  1）

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
4
月 0件

累
計 2件

救急出動
4
月134件

累
計513件

〈人  権  相  談〉
７月９日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
７月21日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
７月28日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
８月13日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター

〈行  政  相  談〉
７月９日㈭  9：00～12：00 市役所１階相談室
８月３日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室
８月４日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
８月13日㈭  9：00～12：00 市役所１階相談室
８月20日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎２階会議室
〈司法書士会による無料法律相談〉
７月17日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室
８月21日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室

　

各
小
学
校
の
防
犯
教
室
実
施
へ

の
協
力
や
各
地
区
で
行
わ
れ
る
安

心
対
策
会
議
へ
の
参
加
協
力
を
行

い
ま
し
た
。

　

非
行
や
凶
悪
犯
罪
、
い
じ
め
の

多
発
…
。
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る

問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
問
題
に
は
、

親
や
大
人
の
行
動
や
姿
勢
、
社
会

の
あ
り
方
が
反
映
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
育

て
る
と
い
う
気
持
ち
で
、
子
ど
も

た
ち
を
温
か
く
見
守
り
支
え
て
い

く
、
そ
れ
が
「
地
域
の
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
運
動
」
で
す
。
あ
な
た

も
、「
地
域
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば

さ
ん
」
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
お
知
ら
せ

　

平
成
21
年
度
も
、
ま
つ
り
等
が

開
催
さ
れ
る
と
き
は
、
特
別
補
導

を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
行
為

　

喫
煙　
　
　
　
　
　

48
％

　

怠
学　
　
　
　
　
　

17
％

　

飲
酒　
　
　
　
　
　

10
％

　

暴
走
行
為　
　
　
　

２
％

　

そ
の
他　
　
　
　
　

23
％

▼
場
所

　

駅
構
内　
　
　
　
　

66
％

　

路
上　
　
　
　
　
　

15
％

　

公
園
・
寺
社　
　
　

９
％

　

そ
の
他　
　
　
　
　

10
％

▼
時
間
帯

事
故
の
影　

油
断
の
裏
に　

ひ
そ
ん
で
る

藤
森　

遥
香
（
山
川
中
学
校
１
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
い
、

温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
納
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税　

第
１
期

固
定
資
産
税　
　
　

第
２
期

介
護
保
険
料　
　
　

第
１
期

 

納
期
限　
　

    

7
月
31
日
㈮

　

７
時
〜
９
時　
　
　
　

２
％

　

９
時
〜
11
時　
　
　
　

９
％

　

11
時
〜
13
時　
　
　
　

20
％

　

13
時
〜
15
時　
　
　
　

５
％

　

15
時
〜
17
時　
　
　
　

９
％

　

17
時
〜
21
時　
　
　
　

０
％

　

21
時
〜
23
時　
　
　
　

６
％

　

23
時
以
降　
　
　
　
　

44
％

②
相
談
活
動　

受
理
総
数
26
件

　

小
学
生　
　
　
　
　
　

35
％

　

中
学
生　
　
　
　
　
　

30
％

　

高
校
生　
　
　
　
　
　

35
％

▼
相
談
内
容

　

不
登
校　
　
　
　
　
　

54
％

　

進
路
・
学
業　
　
　
　

19
％

　

家
庭
内
の
人
間
関
係　

12
％

　

家
出
・
無
断
外
泊　
　

７
％

　

そ
の
他　
　
　
　
　
　

８
％

③
不
審
者
情
報

　

当
補
導
セ
ン
タ
ー
に
通
報
連
絡

が
あ
り
、
関
係
機
関
へ
発
信
し
た

案
件
が
19
件
あ
り
ま
し
た
。

　

声
か
け　
　
　
　
　
　

６
件

　

振
り
込
め
詐
欺　
　
　

４
件

　

車
上
荒
ら
し　
　
　
　

２
件

　

 

そ
の
他
（
露
出
、
い
た
ず
ら
電

話
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●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 7月 8月
石 原 小 児 科 24－2388 8 15
糸 田 川 眼 科 24－2531 9 14
古本内科クリニック 24－7377 10 13
後 藤 田 外 科 24－2720 11 17
島 野 外 科 内 科 25－3060 ⑫
美 摩 病 院 24－2957 13 18
渡 辺 医 院 24－7177 14 19
四 宮 医 院 25－2016 15 20
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 16 6
杉 山 医 院 25－2802 17 22
矢 田 医 院 25－2006 18 24
杏 和 医 院 22－0333 ⑲
中西内科クリニック 42－6755 ⑳
木村内科胃腸科 24－6413 21 25
鈴木内科（敷地）24－5880 22 26

医　院　名 電話番号 7月 8月
谷 医 院 42－2353 23 27
阿 部 整 形 外 科 24－4880 24 28
鈴木内科（喜来）24－3413 25 29
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 ㉖
岸 整 形 外 科 25－3133 27 31
鴨 島 病 院 24－6565 28
工 藤 内 科 医 院 42－3113 29
富 本 医 院 42－3123 30
井 内 内 科 24－3070 31
高橋皮膚科クリニック 24－5122 1
石原内科循環器科 24－2536 ②
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 3
麻名内科外科クリニック 26－0020 4
さ く ら 診 療 所 42－5520 5
三木リハビリテーション病院 42－6616 7

医　院　名 電話番号 7月 8月
岡田医院（川島）25－3566 8
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 ⑨
糸田川クリニック 24－7555 10
梶本胃腸科内科 24－2413 11
和田耳鼻咽喉科 24－2566 12
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 ⑯
松 永 医 院 42－2110 21
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 ㉓
森 住 内 科 医 院 22－3010 ㉚

小児救急医療体制 

休日 ･夜間在宅当番医表

7・8月

日曜日の9時～18時、小児科専門医が診
てくれます。

●麻植協同病院　　　　  ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）☎365151

282009年（平成21年）7月8日

広報よしのがわ

広報誌に広告を掲載しませんか？
「広報よしのがわ」は市内の全世帯に約18,000
部配布されており、大きな宣伝効果が期待され
ます。企業や商品の宣伝に、ぜひご活用ください。
詳しくは、企画財政課（市役所３階）までお問
い合わせになるか、市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　☎㉒２２２１　℻  ㉒２２４４
ホームページアドレス
http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp

吉野川市市制5周年記念事業

米村でんじろうサイエンスショー
●と　き／10月４日（日）
　開演／第1回目 午前11時　第2回目 午後2時
●ところ／鴨島公民館

写
真
は
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メ
ー
ジ
で
す
。

実
際
と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〒776-8611  吉野川市鴨島町鴨島115番地1  吉野川市  企画財政課企画政策係 ☎　  2221○22申し込み・問い合わせ

入場
無料

科学って、おもしろい！

対 象 者　吉野川市民の方
応募方法　往復はがきで4人まで応募できます。次の事項を記入のうえ、応募ください。
　【往信裏面】①代表者の氏名②郵便番号③住所④電話番号
　　　　　　 ⑤１回目・２回目の希望（いずれか一方）⑥4人以内の希望人数
　【返信表面】①代表者の氏名②郵便番号③住所
　※応募多数の場合は抽選のうえ、返信はがきにて当選された方に入場整理券を、
　　落選の方にはその旨通知を致します。ご希望の公演が応募多数の場合で、も
　　う一方の公演が応募少数の場合、もう一方に回っていただくことがあります。
　※詳しくは、市ホームページをご覧ください。http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp
申込締切　8月21日(金)当日消印有効




